
 

 

 

 

 

学校の教育目標「地域とともに 知識を活用し、認め合

い、挑戦する『東っ子』の育成」を達成するため、育成を目

指す資質・能力を「対話する力 聴く・訊く・伝える」と定

め、学年部会と、チーム（授業改善チーム、教育相談チー

ム）会議を軸として組織的に取り組まれています。 

 学年部会→チーム会議→運営委員会→職員会議→実践 

 

学校経営から学ぶ 
本校の素晴らしい点は、目指す児童像である「①知識を結びつけ、自分から表現で

きる子ども ②積極的に挑戦し、責任をもって最後までやり遂げる子ども ③認め

合い、失敗を恐れず、あきらめない子ども」を最上位の目標として、学校、家庭、

地域がそれぞれのできることを明確

にしている点です。特に、学校運営

協議会においては、参加された地域

や PTA の方が、それぞれの立場や

強みを活かした活動計画を作成し、

協働的に実践を行っています。その

ため、保護者や地域の方の当事者意

識も高まり、学校と共に「対話力」

を育成するための様々な活動が行わ

れています。 

 

学校経営から学ぶ 
特別支援学級では、単元全体の課

題を明確にしていることから、子ど

も達は本時は何をすべきかを理解し

ており、両クラス共に主体的に学習

に取り組んでいました。特に、すみ

れ学級では、数種類のコンパスを用

意することで成功体験を増やす工夫

も素晴らしいと思いました。 

６年生理科は、実験の仮設の検証

方法を考える授業でした。やや難しい課題を既習を生かしながら対話を通して考え

る姿は、本校が目指す児童像の３点を意識した授業だと思いました。 

今後は、指導案の「振り返り」を、教師が願う具体的なゴールの姿を、子どもが

が表現するような言葉で表すことで、「ねらい」との連動や評価規準がより明確にな

ると思いました。 
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由布市立東庄内小学校から学ぶ 


